
使用上の注意

◆パブロン点鼻Ｚは、抗アレルギー薬「ケトチフェンフマル酸塩」を有効成分とした点鼻薬で、「抗アレルギー作用」、
「抗ヒスタミン作用」、「抗炎症作用」の 3つの作用で、花粉やハウスダストなどによるくしゃみ、鼻みず、鼻づまり
などの鼻のアレルギー症状を改善します。
◆パブロン点鼻Ｚの 3つの作用
1．抗アレルギー作用…「鼻づまり」に効果を発揮し、鼻のアレルギー症状を改善します。
2．抗ヒスタミン作用…「くしゃみ」、「鼻みず」を緩和します。
3．抗炎症作用…花粉やハウスダストなどに過敏になっている鼻粘膜の反応をおさえて症状を改善します。

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用・事故が起こりやすくなります）（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用・事故が起こりやすくなります）

次の人には使用しないでください
7才未満の小児

使用後、乗物又は機械類の運転操作をしない
でください
（眠気があらわれることがあります）

授乳中の人は本剤を使用しないか、本剤を
使用する場合は授乳を避けてください
（動物試験で乳汁中への移行が認められています）

次の人は使用前に医師又は薬剤師に相談して
ください

（1）医師の治療を受けている人。
（2）減感作療法等、アレルギーの治療を受けている人。
（3）妊婦又は妊娠していると思われる人。
（4）薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。
（5）アレルギーによる症状か他の原因による症状かはっ
きりしない人。

次の場合は、直ちに使用を中止し、この説明書
を持って医師又は薬剤師に相談してください

（1）使用後、次の症状があらわれた場合。

次の症状があらわれることがあるので、この
ような症状の継続又は増強が見られた場合
には、使用を中止し、医師又は薬剤師に相談
してください
眠気

次の場合は、医師又は薬剤師に相談してくだ
さい
症状の改善がみられても使用期間が 2週間を超える
場合。

使用前にこの説明書を必ずお読みください。　
また、必要な時に読めるよう保管してください。

花粉・ハウスダストなどによる鼻みず・鼻づまりに

ケトチフェンフマル酸塩配合

〈点鼻薬〉

用法・用量、成分、保管及び取扱い上の注意については、裏面をよくご覧ください。

症状

乾燥感、刺激感

脱力感、頭痛

関係部位

鼻

精神神経系

（2）1週間位使用しても症状がよくならない場合。

効　能

花粉、ハウスダスト（室内塵）などによる次のような鼻のアレルギー症状の緩和
：くしゃみ、鼻みず（鼻汁過多）、鼻づまり

してはいけないこと

相談すること
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100mL中

成 分

添加物：塩化ベンザルコニウム、クエン酸、D̶ソルビトール、ポリビニルアルコール（部分けん化物）、炭酸水素Na

ケトチフェンフマル酸塩 75.6mg

発　売　元

大正製薬株式会社
東京都豊島区高田3丁目24番1号
http://www.taisho.co.jp
製造販売元

東京都港区西麻布4丁目17番30号

この製品についてのお問い合わせは、お買い求めのお店又は下記にお願い申し上げます。

受付時間

大正製薬株式会社　お客様119番室

8:30～21:00（土、日、祝日を除く）
03－3985－1800

（1）直射日光の当たらない涼しい所に密栓して保管してください。
（2）小児の手のとどかない所に保管してください。
（3）他の容器に入れかえないでください。（誤用の原因になったり品質が変わる
　　ことがあります）
（4）他の人と共用しないでください。
（5）使用期限を過ぎた製品は使用しないでください。なお、使用期限内であっても、
　　開封後はなるべくはやく使用してください。（品質保持のため）

保管及び取扱い上の注意

［注意］
（1）定められた用法・用量（必ず 1日 4回）を厳守してください。
（2）小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させてくだ
さい。

（3）点鼻用にのみ使用してください。
（4）目に入らないように注意してください。万一目に入った場合には、すぐ
に水又はぬるま湯で洗い流し、直ちに眼科医の診療を受けてください。

1 回に 1度ずつ、1日 4回（朝・昼・夕方及び就寝前）両鼻腔内に噴霧してください。
（ 1噴霧でケトチフェンとして0.05mg）

年令

用法・用量

1 回

使用回数

成人（15才以上）及び
7才以上の小児

両鼻腔内に 1 度ずつ

1日 4回
朝・昼・夕方及び就寝前

7才未満

使用しない
こと　　　

［使い方］
★初めてご使用の際は、容器の構造上薬液が霧状になりにくいので、ノズル（容器の先端部分）を上に向け、
薬液が霧状になるまで 5回程度押してください。※薬液が霧状に出れば投与準備は完了です。

①使用前に鼻をかむか、
　鼻を洗浄してください。

②キャップを
　はずしてください。

⑤噴霧後は薬剤を鼻の奥まで
　広く行きわたらせるために、
　頭を後ろに傾けた状態で、
　数秒間、鼻で静かに吸引して
　ください。

⑥使用後は、ノズル付近を
　清潔なティッシュペーパー
　等でふき、キャップを
　してください。

ノズルの先端を針等で突くのは折れた時大変危険ですのでおやめください。

連 絡 先

電　　話

③まっすぐ上向きに持って、
　ノズルを軽く鼻腔内に
　入れてください。

④レバーを指で下まで、
　強くすばやく押してください。
（弱くゆっくり押すと、薬液が
霧状にならず、液だれの原因
となります）

副作用被害救済制度のお問い合わせ先

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）
（独）医薬品医療機器総合機構　http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html

7414210-Z00000


